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1.環境経営方針

＜行動指針＞

１ ． 具体的に下記のことに取組みます。

これらについて環境目標・活動計画書を定め、定期的に見直しを行い
継続的な改善に努めます。

2 ． 環境関連法法規制や当社が約束したことを順守します。

ＮＣＣ株式会社

更新日：

①電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

⑤環境に配慮した商品やソリューションの提供

④有機溶剤等の化学物質の適正管理

③水資源の節水

②廃棄物の3Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

環境経営方針

制定日： 2019年4月1日
　

代表取締役社長 原田　学

　
  NCC（株）は、当社の経営理念の基、企業価値を持続的に高めるESGに配慮した経
営・事業戦略を推進し、二酸化炭素排出量等の削減や環境法令順守など環境負荷
低減活動に取り組み、低炭素社会の実現に寄与します。本業を通じた環境経営の活
動により、環境と経済の好循環に貢献し、SDGｓやCSRの達成を目指します。
 

2020年11月30日
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2.組織の概要

（１） 名称及び代表者名

NCC株式会社

代表取締役社長　原田　学

（２） 所在地

本　　　社 〒396-0026　長野県伊那市西町4983番地（登記上）
伊那支店（本社） 〒399-4431　長野県伊那市西春近上島2431番地
長野支店 〒381-0101　長野県長野市若穂綿内字東山1114-10
松本支店 〒390-1189　長野県松本市大字今井字松本道7155-55
上田支店 〒386-0412　長野県上田市御嶽堂原山2515-15
諏訪支店 〒392-0015　長野県諏訪市中洲柳坪2442-1
プラスデコ 〒392-0015　長野県伊那市西春近2333番地-1
FIクリーン事業部 〒570-0032 大阪府守口市菊水通4-1-3

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 管理部　春日　崇　 TEL： 0265-72-7161

担当者 管理部　春日　崇　

（４） 事業内容
塗料製造・塗料配合および販売、各種溶剤・化成品等の工業用資材・副資材の販売、塗料設備・洗浄設備等の工業用
設備・機械等の販売及びメンテナンス、化学品等の海外輸出入業務、内外装塗装・床塗装・防水施工等の住宅リフォーム

（５） 事業の規模

設立　昭和33年10月22日
資本金　　8,000万円
売上高：65億7,597万円（64期実績）2021年10月～2022年9月

総従業員数 名

従業員　　　　　 名
延べ床面積　　　㎡

※FIクリーン事業部は2023年10月より認証・登録の対象範囲となります

◇ 受託した産業廃棄物の処理量

積替え保管施設（特別管理産業廃棄物）

伊那支店
長野支店
上田支店

15.84
14
13
13

諏訪支店 13

保管上限（t）

諏訪支店 プラスデコ
12

3
1.2㎥

3
3

保管面積

収集運搬量
2021年度
　232.6ｔ

車種
キャブオーバー

バン
合計

台数
3
6
9

名称

4名

FIクリーン事業部

109

3

高さ上限
屋内保管

0.9ｍ
屋内保管
屋内保管
屋内保管

松本支店

松本支店 上田支店

331,000 841 535 490 1,096
11 1239 15 16

伊那支店（本社） 長野支店

2,057
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◇

◇

（６） 事業年度 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□.認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： NCC株式会社
対象事業所： 伊那支店（本社）
（全組織での活動） 長野支店

上田支店
松本支店
諏訪支店
プラスデコ

3.事業や製品（商品）の紹介

廃棄物処理フロー

産業廃棄物・特別管理産
業廃棄物収集運搬

ガラス・コンクリート・陶磁器くず
〇

令和2年10月23日 令和7年10月22日 無 〇 〇

産業廃棄物収集運搬業許可の内容
許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 積替保管

積替保管 汚泥 廃油 廃酸
有
有

令和7年10月19日

〇
〇
〇
〇

山梨県 1900006546

積替え保管（有の場
合）（社内）

不適物最終処分（社
外処理）

有価物（社外処理）

許可の内容
特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容
許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

1960006546

平成30年7月20日

平成30年7月20日

長野県 2003006546 令和2年10月20日

平成31年2月14日

令和5年7月19日

令和5年7月19日

令和6年2月2日

令和5年10月12日

無 〇 〇 〇

無
無

廃プラ

長野県
長野市
新潟県
山梨県

2063006546
9562006546
1559006546

汚泥

平成30年10月13日

廃油

10
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4.環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

内部監査員

管理部（環境事務局）

副社長

社長

2019年4月1日

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

幹部会議（環境委員会）

役割・責任・権限

環境管理 責任者

代表者

内部監査チーム

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、幹部会議（環境委員会）の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

環境事務局

・環境に関する内部監査の実施・報告
全従業員

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境管理責任者

・環境活動の実績集計

幹部会議（環境委員会）

部門長

・環境管理責任者を任命

・環境に関する内部監査の計画

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

伊那支店（本社）
・営業・顧客サポート・物流

上田支店
・営業・顧客サポート・物流

松本支店
・営業・顧客サポート・物流

プラス

デコ
諏訪支店

・営業・顧客サポート・物流
長野支店

・営業・顧客サポート・物流

調色ラボ 調色ラボ 調色ラボ
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5.主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ２０１７年中部電力の調整後の係数　

6.環境経営目標及びその実績
年

〇

✕

✕

〇

✕

✕

〇

〇

〇

kg-CO2 25,296

529,049 528,780
項　目 2019年

　一般廃棄物排出量

基準年度比 100% 99%

特別管理産業廃棄物の削減

100%
8,016

100%

LPGによる二酸化炭素削減

基準年度比

kg-CO2

97%

113

98%

115

73%

85

99%

116

100%

117

化学物質の適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理
100% 99% 96% 98%

水道水の削減 1,089

灯油による二酸化炭素削減 24,537
基準年度比

78,744

0.472

基準年度比 100% 99% 96% 98% 97%

（目標）

33,504 33,030 50,219

基準

87,296

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

水使用量

（基準年)

125,795

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 532,529

1,239 1,123 1,080

（実績） （目標）
評
価

2021年 2022年
（目標）
2023年

142,520 141,095 136,977 139,670 138,245

357,504 363,751 353,893

8,098 560

100% 99% 111%

101% 98%

361,115

523,758 528,780 518,468

98% 97%

97%99% 116%
一般廃棄物の削減（焼却ゴミ）

kg 33,370 33,036 38,871 32,703

基準年度比

99% 7% 98%

上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2

kg-CO2 529,049

1,123

8,180

適正管理

98%

2020

97%

行動目標（次項による）

㎏

環境に配慮した生産活動

㎥

25,043 27,968 24,790

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2

基準年度比

基準年度比

513,177

350,282

32,369

97%
7,935

97%
1,112 1,080 1,101

0

50,000

100,000

150,000

2019年度 2020年度 2021年度

廃棄物排出量（kg）

526,000

528,000

530,000

532,000

534,000

2019年度 2020年度 2021年度

二酸化炭素総排出量（kg-

CO2）

1,000

1,100

1,200

1,300

2019年度 2020年度 2021年度

水使用量（㎥）
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7.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画（全社）
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた（90％以上）△まあまあできた（70％～90％））×できなかった（70％未満）

電力による二酸化炭素削減

2020年

2021年

灯油による二酸化炭素削減

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

15,39823,32226,106

達成状況

0 0

・空調温度の適正化（設定目安冷房27℃　暖房22℃） 　

6月5月
20,300 18,522

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

　
・適正温度管理 　

40,896

　

数値目標 ✕

34,637

3月2月11月10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画〇

数値目標 〇

8,177 853
10月 11月 12月 1月 2月

・調色の計画的安定生産

2,293 2,244 2,035
7,411 780 2,411

0

数値目標 ✕

35,729 31,668
39,068

0 0
3月

0 0
0 0

目標値を累計で11.7ポイント超過した。前期実績を10.5ポイント
超過した。コロナ禍における換気重視の暖房運転が灯油使用料
に増加に繋がった。
【次年度の取り組み】天候・季節に左右される側面が強いが、快
適性と節油の両立を意識した活動を継続する。

16,242 26,631 17,053 17,780 16,819

目標値を累計で2.9ポイントクリアした。コロナ禍のなか、冷暖房
と換気に注意を払いながら、節電と健康管理の両立に努めた。
【次年度の取り組み】コロナ禍やラニーニャ現象による厳冬の影
響が想定される中、節電と換気・空調の両立を継続する。

8月

1,808 428

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・積載効率改善
・エコドライブ

2,414

・高効率配送ルートの設定

・不要照明の消灯 　
・COOLBIZ

取組結果とその評価、次年度の取組計画

32,229

4月1月12月
36,034 41,701

1,621 543 0
0

　

0

9月
17,316 20,30018,855

7月

4月
0

5月 6月 7月

14,229 14,949

・アイドリングストップ

2,900

8月 9月

　
　

　

0 0 00

目標値を累計で1.7ポイント超過した。前期実績を0.7ポイント超
過した。売上高増大に伴う自動車燃料使用総量の大幅増加が
予想されたが、非接触型営業を含む営業活動の効率化やエコド
ライブの浸透もあり、実績は前期並みで終わった。
【次年度の取り組み】市況の回復・営業活動の活発化に伴い自
動車燃料使用料の総量増加が予想されるが、その中であって
も、原単位の改善に努める。

19,672

0

20,000

40,000

60,000

10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

5,000

10,000

10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

灯油（L） 2020年 2021年
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2020年

2021年

2020年

2021年

一般廃棄物の削減（焼却ゴミ）

2020年

2021年

7,311

10月 11月

達成状況

5,497

3,583 3,188 3,163

1月 2月

6,472

2月

数値目標 ✕

11月 12月 1月

12月 1月

　

・分別の徹底 　
・コピー裏紙の利用 　
・ペーパーレス会議 　

3,198 3,480 2,893 2,970 2,628
3,086 3,388

2,888 2,628 2,788 2,203 2,598 2,748
3,198 3,450 3,748 2,888

12月
2,203

3,028

5,497 5,307

6,754
6,779

3月 7月 8月

7,7887,067

8月 9月
5,2595,841

3月

0 5,055 4,498 5,720

目標値を累計で17.7ポイント超過した。前期実績を16.5ポイント
超過した。社員数増加に伴い一定程度の一般廃棄物排出総量
増加を予想していたが、実績は目標値を10ポイント以上をこえる
増加となった。
【次年度の取り組み】５R（「減量」「再利用」「再使用」「断る」「修
理」）の意識付けのもと廃棄物削減に努める。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

5,333 5,080 5,140

8月4月

2,803 3,348

6月5月 9月7月

10月 11月

7,411

・５S活動

10月 5月

3月

4月

5,030 5,721 4,845 4,742
5,516 5,148 5,237 4,723 5,049 5,761 5,401 4,714

7,4208,177 7,191 8,019 5,921

7月6月

5,878 7,846 6,599 6,349 8,558
5,777 7,473

5月 6月4月2月

7,974
7,543

8,099
6,667
9月

7,650

0

5,000

10,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

5,000

10,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2020年 2021年

0

2,000

4,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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特別管理産業廃棄物の削減

2020年

2021年

水道水の削減

2020年

2021年

化学物質の適正管理

・SDS管理の徹底

11月 12月 1月 2月

0 0 0 560 0
1,120 800 960 960 560

達成状況

数値目標 〇
・漏水の監視

　
　

0

・PRTR対象品の使用量の管理 ○
0

0

達成状況

・節水の啓蒙

数値目標

10月 9月
0

3月 4月
00 0

目標値を累計で93.1ポイントクリアした。在庫管理の適正化を進
めており、その結果、不良在庫の発生とその処分が激減した。
【次年度の取り組み】在庫管理の適正化活動を継続し、不良在
庫処分ゼロを目指す。

〇
・不適合削減 　
・適正在庫 　
0 0

1,570

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月 7月

0

9月
175

170

10月

0

7月 8月

0 0 0 0 0 0
2,210 0

8月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月 4月

○

194 0

PRTR対象品の使用量把握とSDS管理ができている。
【次年度の取り組み】同様の活動を継続し、適正管理に努める。
安定生産により化学物質の余分な使用が生じないようにする。

00 183201

取組結果とその評価、次年度の取組計画

208 0 166

達成状況 〇
達成状況

194 0 185 0 163

0

11月 1月 2月12月
0

0 0

0 174 0
190 0

目標値を累計で2.1ポイントクリアした。
【次年度の取り組み】引き続き節水に心掛ける。

0

5月 6月
0

0

5月

0 　

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・不良率低減 △ 顧客クレームが増大した。

【次年度の取り組み】顧客満足の向上とSDGsに配慮した生産活
動に努める。

・顧客クレーム削減 ×
・顧客満足度の向上 △
・調色ラボのショールーム化 △
0 0

環境に配慮した生産活動

課題を解決しチャンスを活かす取組 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・業務基幹システムによる業務標準化 △ 経営方針に沿った活動を進めている。

【次年度の取り組み】「経営理念」「経営方針」「部門計画」の実践
が、環境経営・SDGｓに繋がることを認識させ、形式よりも実質を
重視した取り組みを定着させる。

・No.1戦略による顧客獲得 △
・働き方改革 △
0 　

0

500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

1,000

2,000

3,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

特別管理産業廃棄物（kg） 2020年 2021年
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◆各サイトの目標と実績・評価

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ2

2023年2022年

基準年

98%

65,73266,410
電力による二酸化炭素削減

179,863

基準年度比

〇
99%

評価

灯油、自動車燃料、一般廃棄物、水道水の総量目標が未達に終わった。

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ

基準年度比

17,860

長野支店

678

97%

99%
178,065

✕

100%
72,363

2021年

適正管理 適正管理

（64期）

305
基準年度比

ｋｇ
基準年度比

水道水の削減

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

特別管理産業廃棄物の削減

㎥

560

✕
✕

〇

基準年度比

ｋｇ

特別管理産業廃棄物の削減
ｋｇ

21,280 ✕

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

灯油による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

適正管理

電力、灯油、一般廃棄物の総量目標が未達に終わった。

基準年度比

0
0%

適正管理

目標 目標
（65期） （66期）

98%

基準年度比

4,965 4,915

2020年
（63期）
基準年

評価

99%
105,202

6,852
117%

117,017
110%

98%
668
98%

302
97%
543

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比 100%

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

水道水の削減
㎥

基準年度比

78

308
184,394

〇

100% 99% 119% 98% 97%

7,087

100%

5,717
98%

104,139
98%

176,266

5,659
97%

103,076
97%

174,467

99%

8,263
117%

4,816

17,681

（65期）
目標

100%
682
100%

7,620 7,544 0 〇 7,468 7,391
100%

70
98%

99%
554
99%
675
99%

適正管理

2023年
（66期）

〇

76 76

目標
6,874
97%

5,782
116%

549
97%
662
97%

適正管理
99%

0%

評価
適正管理 適正管理 〇 適正管理 適正管理

100% 99% 90% 98% 97%

98%

✕

✕

〇

97%

17,503 17,324

70,397
97%

7,016
99%

99%
71,639

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 84,415 83,571 ✕ 81,88284,442 82,727

141%

2021年
（64期）

目標 実績 評価

2022年

77

97%
70,192
97%

6,945
98%

4,866
98%

70,915

2020年

ｋｇ－ＣＯ2二酸化炭素排出量合計

100%
311

実績目標

89%
60,525

5,776
0.99

67,087

100%

伊那支店

一般廃棄物(可燃物）の削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

灯油による二酸化炭素削減

106,264
100%
5,834
100%

67,765

（63期）

✕

✕

440

11



99%

97%
7,270

6,984

実績 評価
〇

✕

✕

15,115
100%
3,170

100%
64,214

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比

上田支店
2020年
（63期）
基準年
7,494

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

水道水の削減
㎥

基準年度比

基準年度比

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ

基準年度比

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ

基準年度比

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

灯油による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

100%
48,130

14,718

適正管理

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

灯油による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比

松本支店
基準年

100%

630
100%

0

80
99%

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

㎥

（64期）
目標

14,964
99%

3,138

特別管理産業廃棄物の削減
ｋｇ

基準年度比

2020年
（63期）

特別管理産業廃棄物の削減
ｋｇ

基準年度比

水道水の削減

0
-
65
99%

適正管理

-
99

99%
0
-

72,218

100%

13,661

実績
7,646
102%
8,160
117%

60,628
94%

15,295

目標

6,915

目標
（66期）
2023年

63,572

2021年
（64期）

100%

560
-
47
71%

適正管理

99%
7,419

98%
適正管理

2022年
（65期）
目標

14,813
98%

3,106
98%

評価

電力、灯油、一般廃棄物、特別管理産業廃棄物の総量目標が未達に終わった。

-
0

100%
0
-
66

100%
適正管理

62,930
98%

13,388
98%
0

7,345

98%

-

47,168
0.98

617
98%
0

65

評価
✕

✕

〇

✕

✕

〇

〇

✕

2021年

97%
3,747
118%

53,752
112%

895
142%

0

624
✕

99%
47,649
99%

〇

✕

122%

-
81

100%
✕

適正管理

-

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 78,693 77,906 76,435 〇 77,119 76,332

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 66,416 65,751 65,087

適正管理
97%
79
-

97%
13,251

97%
62,288
97%

6,775

112%

2022年
（65期）
目標

98%
6,845

99%

13,524
99%

80
99%

適正管理適正管理

97%
64

評価

灯油、自動車燃料、一般廃棄物、水道水が総量目標で未達成であった。

0.97
46,687
97%

3,075
97%

14,662
目標

（66期）
2023年

適正管理

64,423

0
97%
611
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水道水の削減
㎥

基準年度比

（64期）
2021年

評価
✕

99%

100%
適正管理

目標

2020年
（63期）
基準年
7,204
100%
4,343

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

水道水の削減
㎥

基準年度比

建設系産業廃棄物の削減
ｋｇ

基準年度比

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ

基準年度比

評価

電力、一般廃棄物の総量目標が未達であった。
ただし、前期実績とほぼ同じ。

89
97%

37,982

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

プラスデコ
2020年

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

（63期）
基準年
37,854
100%

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比

0.97
121

39,157

2022年

98%

90

〇

38,473

145
158%

48,933

1,626
49%

98% 97%

（66期）
実績

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ

基準年度比

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

灯油による二酸化炭素削減

100%

72
77%

適正管理
99%

適正管理

〇

〇

✕

〇

ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

97%

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比

諏訪支店

100%

2022年
（65期）
目標
7,060
0.98
4,256

1
63,080

実績
7,351
102%
3,426
79%

4,299
99%

63,724

7,132

99%

100%
適正管理

2021年
（64期）

目標
37,476
99%

3,317
99%

91
99%

38,765
99%
122
99%

〇3,350
100%

92
100%

93%
適正管理

102%

816
100%

808
99%
92

59,112
92%

適正管理 適正管理

98% 97%
3,283 3,250

✕

✕

適正管理

119

評価
✕

目標 目標
37,097 36,719

2023年
（66期）
目標
6,988
0.97
4,212

1
62,436

1

792
97%
90
97%

適正管理

1

800

〇

〇

98%
38,374
0.98125%

114

評価

電力、一般廃棄物、建設系産業廃棄物が総量目標を未達成。
建設系産業廃棄物の排出量の増加は、売上高が前期比で34.9％増大した（営業活動の回復）ことが主要因。

64,367

91
98%

適正管理

100%
123

74,396 73,637

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 41,204 40,792 40,100 〇 40,380 39,968

69,890

2023年
（65期）

816
100%
93

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 75,914 75,155 〇

98%
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

　□外部からの環境上の苦情・要望等

9.緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書や消防署職員の指導に従い実施し基礎対応力を高めた。 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
各支店での火災を想定し、避難経路の確認や消火器の使用方法などを再確認した。
定期的に訓練を行い、火災発生時の初期消火の要領を学び習得化させる。

緊急事態の想定：
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：事故発生時の対応等の確認

■評価： 座学により必要基礎知識の共有化を高められた。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
コロナ禍の影響で実地による集合教育訓練が困難であったため、各支店の物流メンバーへ自習形式で行った。
事故発生時に備え薬品等漏洩事故対応手順書を再確認した。

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

物流メンバー

2019年10月1日から2020年9月30日まで外部からの環境上の苦情要望等はありません。

2022年12月28日 各支店にて個別に実施

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

ＰＲＴＲ法 ＰＲＴＲ対象物質の使用量集計
毒物・劇物取締法 盗難・漏洩防止・容器等の表示・施錠管理・事故盗難時の届け出

廃棄物処理法 許可の確認・契約・マニフェスト発行・保管基準・特管責任者・マニフェスト報告

2022年9月1日 各支店にて自習形式で実施

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

建設リサイクル法 分別解体等及び再資源化等の実施義務・（元請業者）発注者への再資源化等完了報告と記録の保存

各支店の職員

危険物の保管・表示・漏洩防止
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10.代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他
◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし ☐ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

（総括）

　当社のエコアクション21の活動の実態を現場に問うてみると、決められた計測などは行ってはいても、各自の行動やビジネ
スの軸としての活用までには至っていない状況です。前期はコロナ禍の人流制限が解除され、事業活動が正常化していく中
で、売上拡大と合わせて活動量が増え、多くのサイトで使用エネルギー量が増える結果になりました。
　
　一方でゼロカーボンを目指した経営活動が大手企業を中心に活発化しており、省エネルギーに対する補助金政策も旺盛で
す。SDGsという用語も一般化しており、事業活動においては、環境負荷の少ない商品や環境ソリューションを実現するサー
ビスを提供することが、他社との差別化を図る戦略ポイントになっています。今後は経営計画における重点方針と環境課題
を一体化させて、当社のビジネスを環境負荷の低減を実現する、社会的意義の大きな事業に転換する準備をはじめます。
　
　私はSDGsが掲げる開発目標には、人が幸せになる三要素（やすらぎ・つながり・達成感）を内包していると理解していま
す。当社は全社員で幸せになることと、SDGsの目標を達成することを同期させる「幸せ経営」を目指します。
その活動のツールとしてエコアクション21を積極的に活用し、社員一人ひとりが主役となって、環境経営や幸せに働く経営に
向け、主体的に考えて行動の変容を積み重ねて行きましょう。
                                                                                                                                              2022年12月24日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　　　　　     原 田　学

【前回の指示への取組結果】当社のエコアクション２１活動は、導入時期の現状把握・基本定着・習慣づけの期間を経て、環
境経営・SDGｓ経営への応用ステージへの移行時期に入ってきました。EA21活動の理解とその活動の浸透が徐々に進んで

2022年10月31日

本業とマッチングした環境経営は、省エネ・廃棄物削減など
環境負荷を軽減させ、コスト削減につながります。社会から
の環境負荷の少ない製品・サービスに対する要求・期待に
応えていくことは、会社の信頼向上に繋がります。CO2排
出量の削減・カーボンニュートラルが叫ばれる中、中小・零
細企業に対しても、環境負荷の把握・開示やSDGｓへの対
応を求める動きが日増しに高まってきています。
当社は、お客様から信頼を獲得し、共に新たな価値を創造
し、夢のある未来を拓くべく、様々な活動を実践に移してい
ますが、それらはSDGs活動・サステナブル経営に資するも
のです。環境・ＳＤＧｓの意識を自社に引き寄せる取り組み
は、未来のＮＣＣファンつくりに繋がり、中長期的に企業価
値を高めていくものになるでしょう。
EA21のツールを活用した脱炭素経営の先取により、我々
はお客様から「NCC」と選んでもらえる企業として生き残っ
ていくことができると考えられます。

・次年度も活動を継続してください。
SDGｓや環境経営へのシフトは急務です。ＳＤＧｓの目指
す目標は、我々の経営における様々な課題に繋がりま
す。事業計画や働き方改革の上位目標として捉え、当社
の業態拡大・革新、社会貢献をいかに進めていくか、具
体的な施策を検討し、その存在意義を広く発揮していき
ましょう。

環境活動と事業推進、その両側面から脱炭素社会の実現
に貢献する企業活動を実践しています。顧客の事業活動
などの効率化に寄与する製品・サービスの提供や業務効
率化による勤務時間の適正化（働き方改革）などを推進し
ました。これらは、社会の環境負荷削減やコスト削減に繋
がります。結果、新型コロナウイルス等の影響で多くの企
業が深刻な打撃を受けた日本経済環境下でしたが、今期
の当社の売上高は過去最高額を達成しました。EA2１活動
において設定した自社内の環境負荷の総量数値目標にお
いて幾つかの未達成がありましたが、環境経営と本業の両
立の第一歩といえる期になったと思われます。

・環境負荷の総量削減の軸は変えずに取り組んでくださ
い。
各支店/各事業所における主体性をもった活動に期待し
ます。計画し実施していることの意義を確認する上でも、
環境経営・SDGｓに関する理解と啓蒙の機会を得るよう
努めてください。

・利害関係者からの苦情・要請等はありませんでし
た。
・環境上の問題点等はありませんでした。

・実施体制は変えないで維持してください。
追加的に要員やプロジェクト化などが必要な場合は相談
ください。
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